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摘要：近年，高速道路休憩施設（以降 SA）では地域住民も利用

できるような整備が進められている。これまでにも SA の緑地空

間に関する調査はみられるが，地域住民を対象にした調査はほと

んどみられない。そこで本研究は今後の SA における緑地空間の

計画に有用な情報を提供するために地域住民を対象とした利用

および意識調査を実施した。その結果，地域住民は SA の緑地に

対し公園的な利用を求めていることなどが明らかとなった。 
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1. はじめに 

高速道路における運転は，一般道に比べ高速走行であるた

め，走行中は常に緊張状態である。そのため，精神的疲労が

大きく，事故に結び付きやすいことが指摘されており，一定

時間ごとに休憩施設（以下 SA）で休憩することが勧められて

いる 2)。実際に SA における緑地で休憩した際の効果について

は，屋内での休憩に比べ，ストレスが緩和されることなどが

報告されている 3,7)。このように既往の SA における研究は高

速道路利用者に関する調査がほとんどである 6)。一方，東日本

における高速道路を展開している NEXCO 東日本では，中期

経営計画において，「地域社会の期待に応える SA」を目指し 
ており，近年は，高速道路利用者だけでなく，地域住民が一

般道を経由してSAを利用できるように設計されたSAが増え 
 

 
写真-1 一般道からの入り口にある専用駐車場 

ている 5)。地域住民にとっての SA における緑地は，運転によ

る疲労回復といった位置づけではなく，身近な緑地としての

利用が考えられる。しかし，地域住民の SA 緑地空間における

利用や意識に関する調査はほとんどみられない。 
そこで，本研究では，今後の地域住民も含めた SA 緑地空間

の計画及び整備に有用な情報を提供することを目的とし，SA
を利用した地域住民に対し質問紙調査を実施し，地域に開放

された SA における地域住民の利用と意識の把握を試みた。 

2. 研究方法 

一般道を経由して SA を利用した地域住民に対し，対面式の

質問紙調査を実施した。調査対象地は 2012 年にドラマチック

エリアとして改装され，NEXCO 東日本における最新の緑地

整備方針が反映されていると考えられる館山自動車道の市原

SA（上り）とした。調査は 2017 年 9 月の平日および休日の

午前 10 時から午後 4 時に実施した。具体的な調査方法は，一

般道からの出入り口にある専用駐車場において（写真-1），

SA 利用者に対して調査協力を依頼し，承諾を得られた方に対

し対面式の質問紙調査を実施した（写真-2）。対面式質問紙調

査の回答数は合計 77 名となり，このうち欠損値のない 76 名

を有効回答（有効回答率 98.7％）として解析対象とした。対

面式質問用紙調査の項目としては，回答者属性と市原 SA の利

用形態，市原 SA に期待する整備とした。回答者属性としては， 
 

 
写真-2 対面式質問紙調査の様子 
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性別，年齢層，居住地域を調査した。利用形態としては，市

原 SA の利用頻度，市原 SA までの所要時間，実施した利用行

動等を調査した。期待する整備の項目選定に関しては，橋本

ら 1)の地域住民の高速道路 SA の利用形態を参考に構成した。 

３. 結果と考察 

3.1 利用者の属性 
対面式質問紙調査に協力して頂いた地域住民の内訳は，男

性 37 名（48.7％），女性 39 名（51.3％）であり，男女どち

らも一般道から SA を利用していることを確認した。 
年齢に関しては 20 代 12 名（15.8％），30 代 13 名（17.1

％），40 代 14 名（18.4％），50 代 15 名（19.7％），60 代

12 名（15.8％），70 代 9 名（11.8％），80 代 1 名（1.3％）

であり，年代による偏りはみられなかった。 
回答者の居住地域について聞いた結果，「市原市内」が 60

名（78.9％），「市原市以外」が 16 名（21.1％）であった。

さらに，居住地から市原 SA までの所要時間を聞いた結果，最

も多かったのは「10 分以内」という回答であり，44 名（57.9
％）と半数以上であった。 
これらの結果から，一般道からの利用者は，SA 近隣に居住

している方が多いことがわかった。また距離的には近いが，

市原 SA が山間にあることから，SA までの交通手段としては

自家用車での利用が最も多かった。 
3.2 利用時の同伴者と利用頻度 
表-1 に SA 利用時の同伴者について聞いた結果を示した。

その結果，最も多い回答は「家族」42 名（55.3％）であり，

次いで「１人」23 名（30.3％）であった。このことから，地

域住民の SA 利用は家族での利用が多いことがわかった。 
高速道路利用者の同伴者に関して調べた既往研究では 1)，平

日は 1 人での利用が多かった。これは平日の高速道路利用者

は，仕事として利用するためである。一方で，平日の地域住

民の利用者は仕事での利用ではないことから，家族での利用

が多くなったと考えられた。 
表-2 に SA の利用頻度について聞いた結果を示した。その

結果，利用頻度で最も多いのは「月に１回程度」30 名（39.5
％）であった。また月 1 回よりも高頻度で利用するという回

答と合わせると 6 割を超えていた。この結果から，多くの地

域住民は SA を定期的に利用していることが示唆された。 
 
 
表-1 SA 利用時の同伴者 

市原SAを
誰と利用したか

n ％

１人 23 30.3

家族 42 55.3
友人 8 10.5

仕事関係者 2 2.6
その他 1 1.3

合計 76 100  
 
 
表-2 SA の利用頻度 

市原SAの
利用頻度

n ％

初めて 13 17.1

週に2回以上 5 6.6

週に1回 11 14.5
月に1回程度 30 39.5

半年に1回程度 12 15.8
それ以下 5 6.6

合計 76 100
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図-1 地域住民の SA における利用行動 
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図-2 SA に対して期待する整備 
 
3.3 地域住民の SA における利用行動 

図-1 に地域住民の SA における利用行動の結果を示した。

その結果，「食事」の利用が平日・休日に関わらず最も多く，

半数以上の人が利用していた。市原 SA のフードコートには多

くの飲食店が出店しており，地域住民にとって SA のフードコ

ートは，「身近な飲食店」としての役割を果たしていると考

えられた。この結果は，「地域に開かれた SA は地域住民に対 
して，外食機会の提供という役割を果たしている」という既

往研究 1)と同様の結果であった。 
また，「散歩」と「写真撮影」では平日と休日で有意な差

がみられ，平日の利用者が多かった。既往研究によると，休

日に比べ平日の方が屋外空間を利用する高速道路利用者が少

ないことが報告されている 7)。よって，地域住民にとっては平

日の方が落ち着いて散歩や写真撮影ができることから，休日

よりも利用が多くなったのではないかと考えられた。 
3.4 地域住民が SA に対して期待する整備 

今後の市原 SA に期待する整備について，11 項目を 4 段階

（1.全く必要ない~4.とても必要）で回答してもらった。「と

ても必要」と「まあまあ必要」の回答数を合計し，その割合

の高い項目から順に並べたものを図-2 に示した。その結果，

「子どもが遊べる空間」（72.4％）が最も多く，次いで「地

域における公園の役割」（68.4％）であった。「子どもが遊

べる空間」と回答した方に，その理由について聞いたところ，

高速道路 SA は近隣の公園に比べ，トイレが綺麗で充実してい

ること，飲食店が充実していること，利用者が限られており

子どもを遊ばせる空間として安心できることなど，好意的な

意見が多くみられた。その一方で，「高速利用者の駐車スペ

ースが，SA の緑地空間に近すぎると，子どもの利用には危険

な感じがするため改善して欲しい」といった意見もあった。

これらの結果から，SA は地域住民にとって，子どもの遊び場

や公園としても期待されていることがわかった。 
既往研究では，地域住民は飲食やインターネットの利用な

ど，屋内滞在型が多いと報告されている 1)。しかし，今回の結

果からは，屋内利用のみではなく，屋外利用も多く期待され

ていることから，今後は屋内だけで無く，屋内外の複合的な

整備が必要であると考えられた。 
また，「夜間利用できる配慮」（61.8％）という意見も多

かった。「夜間利用できる配慮」という意見が多かった理由

としては，市原 SA 屋外空間の照明が十分に設置されていない

ことが考えられた。既往研究では，SA の夜間利用は地域住民

の利用形態の一つであると報告されている 1)。実際に日没以降

の屋外空間を観察すると，照明が少ないことから，周りの景

色がはっきり見えず，屋外空間の利用者も減少していた。ま

た，地域住民の利用に限らず，夜間の高速道路利用者にとっ

ても SA における夜間照明は重要な要素である。既往研究で

は，緑地の夜間照明を上手く利用することが，利用者のスト

レス緩和に有用であることも報告されている 4)。よって，今後

の SA 屋外空間を検討する際には，地域住民のみで無く，高速

道路利用者にとっても SA 屋外空間の夜間利用を想定した照

明の設置が必要であると考えられた。 

4. まとめ 

 今回の調査により市原 SA を利用する地域住民は，ある程度

定期的に利用する傾向があることが確認された。また，既往

研究と同様に地域住民は SA を外食場所の一つとして捉えて

いることが改めて示された。 

さらに地域住民が SA に期待する整備としては，屋外空間に

関する項目が多くみられた。これらの結果から，今後の SA の

整備は，建物施設といった屋内の整備だけで無く，屋外空間

を含めた複合的な整備が必要になると考えられる。 

特に子どもの遊び場や公園としての機能が求められていた

ことから，今後，地域に開かれた SA を展開するためには，こ

れらのニーズにも対応した整備が必要であると考えられた。 
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